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日
本
共
産
党
荒
川
区
議
会
議

員
団
は
、
６
月
19
日
、
区
民
に

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
す

「
議
会
改
革
の
提
案
」
14
項
目

を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

荒
川
区
議
会
で
は
、
２
０
１

３
年
に
議
会
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
、
通
年
議
会
の
実
施
な
ど

実
現
、
そ
の
間
、
多
く
の
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
積
み
残
さ
れ
た
改
革
案

や
そ
の
後
の
地
方
自
治
法
改
正

な
ど
に
よ
り
新
た
な
課
題
も
多

く
出
て
き
ま
し
た
。

い
ま
地
方
議
員

の
な
り
手
が
い
な

い
な
ど
全
国
的
に

地
方
議
会
の
在
り

方
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
が
本
来
の
役
割
を
果
た

し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た

め
に
議
会
側
が
し
っ
か
り
と
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
言

論
の
府
で
あ
る
議
会
そ
の
も
の

の
活
性
化
が
必
要
で
す
。

今
後
、
議
会
で
の
議
論
を
通

じ
て
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

定例法律相談

７月３日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

ご相談はお気軽に

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
作
成
し
て
い

る
６
月
21
日
が
夏
至
で
し
た
。
一

番
昼
間
が
長
い
日
で
、
午
前
４
時

25
分
日
の
出
、
19
時
日
の
入
り
で

し
た
。
写
真
は
、
夜
の
帳
が
下

り
る
頃
の
景
色
で
す
。
ご
存
じ

の
よ
う
に
夏
至
は
、
夏
に
至
る

と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
夏
に
向
か
う
の
で
す

が
、
す
で
に
真
夏
日
が
何
日
も

あ
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
で
熱
中
症
の

報
道
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

今
夏
は
、
猛
暑
の
予
想
。
気
候

変
動
対
策
も
待
っ
た
な
し
で
重

要
で
す
。
同
時
に
、
命
を
守
る

た
め
の
熱
中
症
対
策
が
必
要
で

す
。
今
年
は
特
に
電
気
代
の
高

騰
も
あ
り
エ
ア
コ
ン
使
用
を
た

め
ら
う
人
も
増
え
そ
う
で
す
。
壊

れ
た
エ
ア
コ
ン
も
買
い
換
え
も
必

要
で
す
。
こ
の
問
題
で
も
命
守
る

支
援
が
緊
急
で
す
。

横
山
幸
次

荒川区は、「区内に交通不便地域」がないとして

「運行経費にお金は出さない」態度に固執しています。

しかしお隣台東区では、一番最近コミュニティバス

めぐりんの東西路線の導入に際して、路線バス、鉄道

駅から２００メートル以上離れている地域を交通不便

地域として調査し路線・バス停など決めたよ

うです。また台東区の公共交通会議では「２３区でも

高齢化率が高い」「高齢者の生活支援」がコミュニティ

バスの路線拡大の大きな理由になっています。そのた

め年間２億円余の税金を投入しているの

です。少なくともお隣台東区と同じ基準

（半径２００メートル以内など）で実態

調査を行うべきです。それが出発点であ

り区の責任です。引き続き実現に向けて取り組みます。

▽
議
長
、
副
議
長
の
選
出
は
、

①
第
一
会
派
、
第
二
会
派
の
順

で
適
切
な
人
選
、
②
民
主
的
な

議
会
運
営
を
保
障
、
③
毎
年
交

代
を
行
わ
な
い
な
ど
を
前
提
に

全
会
派
一
致
で
選
出
す
る
こ
と
。

▽
議
員
選
出
監
査
委
員
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
。

▽
各
委
員
会
の
役
職
に
つ
い
て
、

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
を
一
体
と
し

て
会
派
議
員
数
に
応
じ
て
配
分

す
る
こ
と
。

▽
議
会
運
営

は
、
全
会
派

一
致
を
原
則

に
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
議

会
運
営
委
員

会
に
委
員
外
議
員
の
参
加
を
認

め
発
言
を
保
障
す
る
こ
と
。

▽
全
員
協
議
会
を
会
議
規
則
に

明
記
し
、
公
開
の
方
向
で
検
討

す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
員
協
議

会
で
議
会
運
営
に
か
か
わ
る
発

言
に
つ
い
て
事
前
通
告
制
を
や

め
発
言
を
保
障
す
る
こ
と
。

▽
一
般
質
問
で
の
一
問
一
答
方

式
な
ど
検
討
す
る
こ
と
。

▽
「
議
員
固
有
の
権
能
」
「
行

財
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主
導

の
政
策
論
議
」
で

あ
る
一
般
質
問
に

つ
い
て
は
、
全
議

員
が
各
定
例
会
議

で
行
え
る
よ
う
改

善
す
る
こ
と
。

▽
本
会
議
、
各
委
員
会
審
議
の

映
像
・
音
声
を
ラ
イ
ブ
配
信
す

る
こ
と
。

▽
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
は
、

審
査
に
必
要
な
時
間
を
適
切
に

確
保
す
る
こ
と
。

▽
公
聴
会
、
参
考
人
制
度
の
実

施
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

▽
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
出
金

伝
票
な
ど
証
拠
書
類
の
閲
覧
を

可
能
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
予
算
審
議
に
お
い
て

も
積
算
の
基
礎
を
議
会
が
閲
覧

可
能
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

▽
各
委
員
会
の
傍
聴
者
に
対
し

て
、
審
議
内
容
の
わ
か
る
資
料

を
配
付
す
る
こ
と
。

▽
高
す
ぎ
る
議
長
・
副
議
長
、

各
委
員
長
・
副
委
員
長
の
役
職

報
酬
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討

す
る
こ
と
。

▽
各
種
審
議
会
・
協
議
会
な
ど

の
議
員
報
酬
を
職
員
と
同
じ
よ

う
に
廃
止
す
る
こ
と
。

以
上

（議
会
改
革
提
案
の
解
説
）

全
議
員
が
毎
回
の
本
会
議
で

質
問
で
き
る
よ
う
に
改
善
を

本
会
議
で
の
一
般
質
問
は
、

有
権
者
の
負
託
を
受
け
た
議
員

と
し
て
最
も
大
事
な
仕
事
で
す
。

区
民
の
声
を
届
け
る
だ
け
で
な

く
、
議
員
の
側
か
ら
政
策
論
議

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

し
か
し
荒
川
区
議
会
で
は
、

１
議
員
年
間
50
分
、
１
回
最
低

25
分
（
区
の
答
弁
含
む
）
の
制

限
が
あ
り
年
４
回
の
定
例
会
議

で
最
大
２
回
し
か
質
問
で
き
ま

せ
ん
。
少
な
く
と
も
全
議
員
が

全
て
の
本
会
議
で
質
問
で
き
る

よ
う
に
改
善
が
必
要
で
す
。



幼稚園 小学校 中学校 計

ゴムチップ 尾久

三瑞、汐入東、峡田、
尾久六、尾久宮前、
一日、二日、ひぐらし

（７校）

南二、
諏訪台

10

人工芝 ー ー 原 1

芝生 南千住第二

瑞光、二瑞、汐入、
四峡、五峡、九峡、
赤土、尾久西、三日

（９校）

第七 11

その他 他7園

六瑞、二峡、
三峡、七峡、

尾久、大門、六日
(７校)

他６校 2 0

3 1校で調査、小6校から 2 5 8 本発見

2 0 2 1 2 0 2 2 2 0 2 3

1,367 1,247 1,367

1,126 1,040 1,147

241 207 220

認証保育所 20 17 12

家庭的保育 11 5 3

定期利用 5 6 2

小計 ※② 36 28 17

１園希望 17 10 10

地区内空枠あり 34 26 18

求職活動停止中 3 7 5

不承諾希望 130 132 169

書類不備 0 4 1

小計 ※③ 184 179 203

21 0 0

   荒川区の待機児童は…

待機児数①－(②+③)

　

　認可園申込者

 入園承諾

 入園不承諾 ※①

他
の
保
育
利
用

保
育
利
用
な
し

岸
田
政
権
が
推
し
進

め
る
健
康
保
険
証
の
廃

止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
一
本
化
に
対
し
、

世
論
調
査
で
反
対
が
賛

成
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
調
査
実
施

の
後
も
ト
ラ
ブ
ル
は
続

い
て
い
ま
す
。
命
に
か

か
わ
る
こ
と
だ
け
に
健

康
保
険
証
の
廃
止
は
撤

回
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
運
用
を
停
止
し
徹
底

し
た
原
因
の
究
明
を
行

と
き
で
す
。

改
選
後
初
め
て
の
区
議
会
定
例
会

議
で
日
本
共
産
党
か
ら
は
斉
藤
く
に

子
議
員
、
小
島
和
男
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
す
。
以
下
質
問
項
目
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
斉
藤
く
に
子
議
員

26
日
（
月
）
13
時
頃

１
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
に
よ
る
保
険
証
廃
止

は
、
等
し
く
誰
で
も
い
つ
で
も
医
療

に
か
か
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
を

根
底
か
ら
崩
す
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
が
認
識
を
問
う
。

２
、
第
9
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
作
成
に

か
か
わ
っ
て

①
介
護
職
員
処
遇
改
善
は
施
設
で

と
も
に
働
い
て
い
る
看
護
師
・ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
リ
ハ
ビ
リ
職
員
・
事
務
職

員
も
含
め
、
そ
の
財
源
は
介
護
報
酬

に
よ
る
の
で
な
く
、
国
か
ら
の
交
付
金

や
介
護
保
険
会
計
の
国
庫
負
担
割

合
の
引
き
上
げ
な
ど
で
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
認
識
を
問
う
。

②
人
材
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
送
迎

運
転
手
に
つ
い
て
、
事
業
所
の
意
見
を

聴
取
し
、
利
用
者
の
安
全
快
適
さ
に

配
慮
し
た
送
迎
体
制
を
検
討
す
る
こ

と
。

③
書
類
・報
告
書
作
成
の
大
変
さ
を

軽
減
す
る
た
め
に
他
自
治
体
の
状
況

も
調
査
し
て
改
善
を
図
る
こ
と
。

④
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
お

う
ち
で
リ
ハ
や
通
所
事
業
つ
る
か
め

な
ど
の
報
酬
を
要
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

同
程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑤
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・通
所
リ
ハ
の
食
事

代
負
担
軽
減
の
た
め
の
荒
川
区
補
助

を
行
う
こ
と
。

⑥
同
居
家
族
が
い
る
場
合
の
調
理
・

洗
濯
・掃
除
な
ど
の
生
活
援
助
の
利

用
制
限
を
見
直
し
、
区
と
し
て
独
自

の
介
護
者
支
援
を
行
う
こ
と
。

３
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
教
育
委
員
会
と
し
て
、
算
数
セ
ッ

ト
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
学
校
で

常
備
出
来
る
教
材
教
具
に
つ
い
て
検

討
し
、
各
学
校
予
算
を
増

や
し
２
０
２
４
年
度
か
ら
公

費
で
準
備
す
る
こ
と
。

②

対
象
外
と
な
っ
て
い
る

家
庭
的
保
育
園
の
定
員
割

れ
補
助
金
を
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

出
す
こ
と
。

４
、
投
票
す
る
権
利
保
障
と
し
て
、

来
年
の
区
長
選
挙
か
ら
記
号
式
投

票
の
導
入
や
移
動
投
票
所
・
投
票

移
動
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。

☆
小
島
和
男
議
員

28
日
（
月
）
10
時
50
分
頃

１
、
西
日
暮
里
駅
前
地
区
再
開
発

に
つ
い
て

①
参
加
組
合
員
予
定
者
の
選
定
過

程
・評
価
基
準
な
ど
区
民
と
議
会
に

全
面
的
に
公
開
す
る
こ
と
。

②
１
０
０
０
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

よ
る
人
口
増
に
対
応
し

た
学
校
な
ど
社
会
的
イ

ン
フ
ラ
の
計
画
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

２
、
住
宅
対
策
に
つ
い
て

①
従
前
居
住
者
用
住
宅
を
不
燃
化

特
区
は
じ
め
木
造
密
集
地
域
全
域
に

拡
大
し
、
老
朽
住
宅
の
建
替
え
・
住

み
替
え
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
。

②
震
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
も
住

宅
困
窮
者
へ
の
高
齢
者
、
ひ
と
り
親

世
帯
、
若
者
な
ど
家
賃
助
成
を
実
施

す
る
こ
と
。

３
、
日
暮
里
駅
の
紅
葉
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
に
当

た
っ
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
先
行
す

る
こ
と
。

区
議
会
に
今
年
度
の
認
可
保

育
園
入
園
や
待
機
児
童
の
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

区
内
の
０
〜
５
歳
児
童
数
は
、

２
０
１
７
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
で
す
。
21
年
以
降
１
万
人

を
下
回
り
、
今
年
は
９
，
２
８

１
人
（
前
年
比
２
１
１
減
）
に
。

保
育
園
等
を
利
用
す
る
児
童

は
５
，
７
０
２
人
で
、
昨
年
よ

り

１

１

３

人

増

。

保

育

利

用

率

は
61

．
４

％

で

過

去

最

高

に

、

少

子

化

の

な

か

で

も

保

育

需

要

は

増

加

し

て
い
ま
す
。

杉
並
区
で
４
月
、
小
学
校
の

校
庭
に
埋
ま
っ
て
い
た
釘
で
児

童
が
大
け
が
を
す
る
事
故
が
発

生
。
学
校
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、

同
じ
校
庭
か
ら
５
４
４
本
の
釘

や
フ
ッ
ク
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

５
月
12
日
か
ら
区
も
調
査

事
故
を
う
け
、
文
科
省
は
、

全
国
の
教
育
委
員
会
に
安
全
点

検
の
実
施
を
通
知
。
荒
川
区
で

も
ゴ
ム
チ
ッ
プ
と
人
工
芝
以
外

の
校
庭
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園

計
31
校
で
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
職
員
が
目
視
な
ど
で
確

認
、
幼
稚
園
と
中
学
校
で
は
見

つ
か
ら
ず
、
小
学
校
６
校
の
校

庭
か
ら
２
５
８
本
の
釘
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

目
視
で
は
確
認
し
づ
ら
い
深

い
位
置
に
刺
さ
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
区
教
委
は
６

月
中
旬
ま
で
金
属
探
知

機
で
調
査
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
23
区
中

12
区
で
釘
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
杉
並
区
の
金

属
探
知
機
の
調
査
で
は
、

さ
ら
に
36
校
か
ら
７
，

８
３
５
本
を
発
見
。
荒

川
区
の
調
査
結
果
は
現

在
と
り
ま
と
め
中
で
す
。

今
後
は
、
運
動
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
終
了
時
に

打
っ
た
釘
を
確
実
に
抜

い
た
か
確
認
す
る
こ

と
を
徹
底
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

土の校庭に運動会や体育の授業で整列や競技の線を、石灰

を入れたラインカーで引く時の目印として使用。

スズランテープを付けた釘を木槌でたたき、頭を完全に地

面に埋め込みスズランテープだけが出るようにしています。

スズランテープの先が切れて、釘の存在がわからなくなる

ことが起きる。校庭がぬかるむこともあ

り、何らかの拍子で釘の頭が地面に現れ、

怪我につながったと思われます。


